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新型コロナウイルス感染症の第4波による感染が急速に拡大しております。このま

ま患者が増え続けると、感染症治療のみならず、感染症治療以外の医療が甚大な影響

を受けることが想定されます。すでに長崎市内の医療機関において通常の診療に支障

が出ており、予定の入院や手術の延期が余儀なくされています。すなわち、本年1月

上旬と同様に、医療全体が崩壊しかねない非常事態を迎えています。 

 

１．新型コロナウイルス感染症患者の急増 

重症を含む新型コロナウイルス感染者が急増しております。この数日だけでも、連

日、20人以上の患者が発生し、重症の患者も以前より多く発生しております。長崎

医療圏の確保病床数140床のうち約50％が埋まり、多くの患者が宿泊療養施設に

も入っておられます。コロナ診療を主に担当している長崎市内の 4病院（長崎大学病

院、長崎みなとメディカルセンター、長崎原爆病院、済生会長崎病院）においても、

多くの一般病床を縮小し、看護師、医師のマンパワーをコロナ診療に注力せざるをえ

ない状態になっております。このことから、重症、緊急など命に関わる疾患を優先的

に治療し、治療を待機できる場合は、入院の延期をお願いする事態も起こっていま

す。 

 

２．市民の皆さまへ 

長崎医療圏では、第3波以来の危険な状況にあります。三密回避、マスク着用、手

指消毒などの感染防御対策はもちろんですが、特にゴールデンウイーク中の不要不急

の外出・会食を可能な限り自粛いただき、感染の機会を減らしていただくよう、お願

いいたします。皆さまの慎重な行動が、長崎医療圏の医療体制の維持に繋がり、救わ

なければならない命を救うことにもなります。何卒ご協力よろしくお願いいたしま

す。 
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 報道機関の皆様におかれましては、この 4 病院からのお願いにつきまして、紙面等

での情報発信について、何卒ご配慮をお願い申し上げます。 
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